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１．2025年12月期の業績（2025年１月１日～2025年12月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期 14,689 7.6 1,561 15.3 1,640 16.1 1,050 12.7

2024年12月期 13,652 13.4 1,354 22.2 1,412 20.9 932 19.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年12月期 45.76 － 10.5 12.4 10.6

2024年12月期 40.61 － 9.3 10.8 9.9
(参考) 持分法投資損益 2025年12月期 －百万円 2024年12月期 －百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期 12,986 10,076 77.6 438.89

2024年12月期 13,438 10,006 74.5 435.88
(参考) 自己資本 2025年12月期 10,076百万円 2024年12月期 10,006百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年12月期 895 375 △985 1,030

2024年12月期 516 △122 △894 745

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年12月期 － 19.00 － 23.00 42.00 964 103.4 9.7

2025年12月期 － 20.00 － 26.00 46.00 1,056 100.5 10.5

2026年12月期(予想) － 22.00 － 28.00 50.00 －

３．2026年12月期の業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 7,142 0.3 733 2.1 764 △1.8 504 6.1 21.97

通期 15,802 7.6 1,666 6.7 1,730 5.4 1,142 8.7 49.74



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期 22,975,189 株 2024年12月期 22,975,189 株

② 期末自己株式数 2025年12月期 17,474 株 2024年12月期 17,474 株

③ 期中平均株式数 2025年12月期 22,957,715 株 2024年12月期 22,957,715 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての
注意事項等については、決算短信【添付資料】４ページ「１.経営成績等の概況 (４)今後の見通し」をご覧くださ
い。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、物価上昇の影響を受けつつも、政府の経済政策効果や雇用・所得環境の改

善、株式市場の堅調な推移を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、米国の通商政策による景気下

振れリスク、物価上昇の長期化、ウクライナ情勢及び中東情勢の悪化に伴う資源価格の高止まり、中国経済の先

行き懸念、金融資本市場の変動など、不確定要素は多く、先行きは依然として不透明な状況にあります。

自動車業界においては、燃費性能に優れたハイブリッド車、小型車、軽自動車が引き続き堅調な需要を維持し

ました。前年の認証不正問題に起因する出荷停止等の影響からの回復が進み、新車販売台数（普通車・軽自動車

合計）は前年同期比103％となりました。しかし、第３四半期及び第４四半期単体では前年同期比で減少に転じ

ており、回復の動きには一部弱含みが見られます。また、半導体不足は改善傾向にあるものの、円安の長期化や

原材料価格の高止まりにより、依然として厳しい事業環境が続いています。

当社の自動車用潤滑油事業においては、市場環境の変化に対応しつつ、各販売チャネルの特性に応じたブラン

ド強化及び販売施策を通期で展開しました。コンシューマーチャネルでは、フラッグシップブランド「カストロ

ール EDGE」に“ゴールド”パッケージデザインを導入し、プレミアムブランドとしての存在感をより明確に訴

求しました。ディーラーチャネルでは、環境配慮型製品の継続的な提案に加え、新規顧客獲得を目的とした専用

商材を展開するなど、顧客ニーズに即した施策を実施しました。また、eコマース分野では大容量パッケージの

展開と、ソーシャルメディアを含むデジタルチャネルとの連携強化により、一般消費者や小規模整備工場の利便

性向上と販売拡大を図りました。その結果、購入者層の拡大、販売利益の向上、販売数量の増加につながる取り

組みを着実に進めました。

コミュニケーション分野では、今期よりスポンサー契約を開始したMotoGP参戦ホンダワークスチーム「HRC」

のブランドイメージを活用し、レース会場でのブース展開を通じてブランド認知と高付加価値製品の訴求を強化

しました。また、英国MEMラリーチームのラリージャパン2024参戦を契機に、ブランド資産である「カストロー

ルカラー」の再認知を推進しました。さらに、支援する国内ラリーチームの「ラリージャパン2025」（WRC）参

戦によりブランド露出を高め、主要顧客及びエンドユーザー向けの特別プログラムを通じてブランド体験を提供

しました。加えて、FMラジオ番組のコーナー協賛や週末ドライブ時間帯のラジオCM放送により、メンテナンスの

重要性訴求とブランド認知向上を図りました。

デジタル領域では、公式X（旧Twitter）の情報発信強化に加え、Instagramアカウントを新設し、若年層を中

心としたデジタルネイティブ層へのアプローチを強化しました。あわせて、デジタルトランスフォーメーション

を含む業務効率化も継続的に推進しました。

成熟市場での競争環境や物価高騰により価格感度が高まる中、当社はブランド愛好者の獲得・定着、高付加価

値ブランドの拡大、新たな需要の創出、既存顧客の掘り起こしを通じ、事業の持続的成長を目指してまいりま

す。

これらの結果、当事業年度における当社の売上高は14,689百万円（前年同期比7.6％増）、営業利益は1,561百

万円（前年同期比15.3％増）、経常利益は1,640百万円（前年同期比16.1％増）、当期純利益は1,050百万円（前

年同期比12.7％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

(流動資産）

当事業年度末における流動資産の残高は、11,415百万円（前事業年度末は11,871百万円）となり、455百万円

減少いたしました。これは、主に売掛金（167百万円の減少）、商品及び製品（113百万円の減少）及び短期貸付

金（244百万円の減少）によるものです。（なお、貸付金の内容は、bpグループのインハウス・バンクを運営し

ているビーピー・インターナショナル・リミテッドに対するものです。）

(固定資産）

当事業年度末における固定資産の残高は、1,571百万円(前事業年度末は1,567百万円）となり、４百万円増加

いたしました。これは、主に有形固定資産（29百万円の減少）、無形固定資産（6百万円の減少）及び投資その

他の資産（39百万円の増加）によるものです。

(流動負債）

当事業年度末における流動負債の残高は、2,684百万円（前事業年度末は3,252百万円）となり、567百万円減

少いたしました。これは、主に買掛金（615百万円の減少）及び未払法人税等（70百万円の増加）によるもので

す。
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(固定負債）

当事業年度末における固定負債の残高は、225百万円（前事業年度末は179百万円）となり、46百万円増加いた

しました。これは、主に繰延税金負債（28百万円の増加）及び受入保証金（18百万円の増加）によるものです。

(純資産）

当事業年度末における純資産の残高は、10,076百万円（前事業年度末は10,006百万円）となり、69百万円増加

いたしました。これは、主に利益剰余金が当期純利益により1,050百万円増加し、剰余金の配当により987百万円

減少したことによるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,030百万円となり前事業年度末よ

り285百万円増加いたしました。当事業年度末における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度末において営業活動の結果得られた資金は、895百万円（前年同期比378百万円の増加）となりまし

た。これは、主に税引前当期純利益1,593百万円、減価償却費の計上131百万円、売上債権の減少167百万円及び

棚卸資産の減少126百万円により資金が増加した一方、仕入債務の減少615百万円及び法人税等の支払額448百万

円により資金が減少したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、375百万円（前年は122百万円の支出）となりました。これは、主に貸付けに

よる支出5,500百万円、貸付金の回収による収入6,000百万円及び有形固定資産の取得による支出115百万円によ

るものであります。なお、貸付金の内容は、bpグループのインハウス・バンクを運営しているビーピー・インタ

ーナショナル・リミテッドに対するものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、985百万円（前年同期比91百万円の支出増加）となりました。これは配当金

の支払い985百万円によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期

自己資本比率（％） 80.6 79.1 77.8 74.5 77.6

時価ベースの自己資本比率
（％）

230.8 162.1 155.7 148.6 163.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

－ － － － －

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

－ － － － －

※自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

1. 各指標は、いずれも個別ベースの財務数値により計算しております。

2. 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）より算出しております。

3. 営業キャッシュ・フローはキャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。

4. 当社は、2009年12月期より連結子会社であったビーピー・ルブリカンツ株式会社及びカストロール株式会社

について重要性の判断基準から重要性が乏しくなったと判断し、非連結会社といたしましたので、連結財務

諸表は作成しておりません。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、米国の関税引き上げを伴う保護主義的な通商政策の強化といったアメリカの政

権交代による政策変更並びに米中関係の変化、中東・ウクライナ情勢、さらには台湾情勢の緊迫化など、地政学

リスクの拡大・長期化が懸念されています。また、金融資本市場の動向を含め、世界経済及び日本経済に対する

下振れリスクは引き続き高い状況にあります。加えて、長期化する円安や原油をはじめとするエネルギー・資源

価格の高止まりが、日本経済の回復基調や企業収益に影響を及ぼす可能性も指摘されています。

また、自動車用潤滑油市場につきましては、需要環境に大きな変化は見込まれず、売上数量及び売上高の減少

傾向が継続する見通しです。

このような経済環境の下、当社は中期経営計画に基づき、2026年度までにROE15％以上の達成を目標とし、資

本コストを意識した経営をさらに推進してまいります。これにより資本効率を向上させ、競争力及び持続的成長

の強化を通じて、株主価値の向上を図ってまいります。

2026年12月期の業績見通しにつきましては、原油価格や為替などの変動要因を総合的に考慮しつつ、環境配慮

型の低粘度・省燃費商品の拡販、マーケットニーズに適合した新商品の導入、新カストロールブランドロゴを活

用したプレミアム商品の訴求強化、プライベートブランド商品の拡充に取り組んでまいります。あわせて、自動

車関連の周辺カテゴリー商品の展開による消費者接点の拡大を推進し、収益機会の創出を図ってまいります。ま

た、新規取扱店の拡大に加え、引き続き原価低減及びコスト削減に注力することにより、売上高は15,802百万円

（前年同期比7.6％増）、経常利益は1,730百万円（前年同期比5.4％増）、当期純利益は1,142百万円（前年同期

比8.7％増）を見込んでおります。

（注）上記の業績予想は、本業績予想作成時点において入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断した予想で

あり、潜在的なリスクや不確実性が含まれているため、実際の業績は予想と異なる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の配当方針は、株主の皆様への利益還元を積極的に行うことを基本としており、当面の間、フリー・キャ

ッシュ・フローを基本に税引後利益を配当水準の目安として、還元することとしております。

当期の期末配当につきましては、当期業績を勘案した上で株主の皆様への利益還元策は重要課題のひとつであ

るという認識を踏まえ、1株当たり期末配当金を従来予想の24円から２円増額の26円とさせていただく予定で

す。

これにより、既に実施済みの中間配当金20円と合わせた年間配当金は、１株当たり46円となる予定です。

なお、次期の配当につきましては、2026年12月期の業績予想の当期純利益をベースに、普通配当１株当たり50

円（中間22円、期末28円）とさせていただく予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成するための体制整備の負担等を

考慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当事業年度
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 148,158 195,615

売掛金 3,138,596 2,970,827

商品及び製品 1,153,656 1,040,218

原材料及び貯蔵品 94,744 81,334

前払費用 36,201 24,539

短期貸付金 6,629,291 6,384,916

未収入金 656,015 712,990

その他 14,558 4,806

流動資産合計 11,871,221 11,415,247

固定資産

有形固定資産

建物 158,083 158,083

減価償却累計額 △29,911 △40,920

建物（純額） 128,171 117,162

工具、器具及び備品 626,360 622,840

減価償却累計額 △392,900 △399,809

工具、器具及び備品（純額） 233,459 223,030

建設仮勘定 7,740 100

有形固定資産合計 369,372 340,293

無形固定資産

ソフトウエア 23,321 17,392

その他 1,900 1,164

無形固定資産合計 25,222 18,557

投資その他の資産

投資有価証券 65,955 77,835

関係会社株式 5,200 5,200

前払年金費用 1,056,046 1,083,787

その他 45,251 45,501

投資その他の資産合計 1,172,453 1,212,324

固定資産合計 1,567,048 1,571,175

資産合計 13,438,269 12,986,423
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当事業年度
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,069,141 454,010

未払金 1,209,506 1,226,296

未払費用 547,141 498,403

未払法人税等 266,386 337,280

預り金 9,867 8,723

賞与引当金 146,266 138,980

その他 4,036 20,758

流動負債合計 3,252,346 2,684,452

固定負債

繰延税金負債 146,350 175,130

その他 32,742 50,781

固定負債合計 179,093 225,911

負債合計 3,431,439 2,910,364

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,350 1,491,350

資本剰余金

資本準備金 1,749,600 1,749,600

資本剰余金合計 1,749,600 1,749,600

利益剰余金

利益準備金 189,785 189,785

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 6,577,866 6,641,422

利益剰余金合計 6,767,651 6,831,207

自己株式 △7,005 △7,005

株主資本合計 10,001,595 10,065,151

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,234 10,906

評価・換算差額等合計 5,234 10,906

純資産合計 10,006,830 10,076,058

負債純資産合計 13,438,269 12,986,423
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

売上高 13,652,991 14,689,719

売上原価

商品期首棚卸高 874,531 1,153,656

当期商品仕入高 8,856,820 8,952,098

合計 9,731,351 10,105,754

商品期末棚卸高 1,153,656 1,040,218

売上原価 8,577,695 9,065,535

売上総利益 5,075,295 5,624,184

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費 3,720,801 4,062,533

営業利益 1,354,494 1,561,650

営業外収益

受取利息 30,882 35,715

受取手数料 14,680 12,885

受取補償金 2,898 4,508

雑収入 41,673 27,254

その他 3,025 2,743

営業外収益合計 93,159 83,107

営業外費用

為替差損 34,654 3,759

営業外費用合計 34,654 3,759

経常利益 1,412,999 1,640,997

特別損失

特別退職金 - 47,901

特別損失合計 - 47,901

税引前当期純利益 1,412,999 1,593,096

法人税、住民税及び事業税 412,546 516,287

法人税等調整額 67,918 26,070

法人税等合計 480,464 542,358

当期純利益 932,534 1,050,738
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年１月１日 至 2024年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 1,491,350 1,749,600 1,749,600 189,785 6,540,682 6,730,468

当期変動額

剰余金の配当 △895,350 △895,350

当期純利益 932,534 932,534

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - 37,183 37,183

当期末残高 1,491,350 1,749,600 1,749,600 189,785 6,577,866 6,767,651

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △7,005 9,964,412 8,042 8,042 9,972,454

当期変動額

剰余金の配当 △895,350 △895,350

当期純利益 932,534 932,534

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△2,807 △2,807 △2,807

当期変動額合計 - 37,183 △2,807 △2,807 34,375

当期末残高 △7,005 10,001,595 5,234 5,234 10,006,830
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当事業年度(自 2025年１月１日 至 2025年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 1,491,350 1,749,600 1,749,600 189,785 6,577,866 6,767,651

当期変動額

剰余金の配当 △987,181 △987,181

当期純利益 1,050,738 1,050,738

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - 63,556 63,556

当期末残高 1,491,350 1,749,600 1,749,600 189,785 6,641,422 6,831,207

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △7,005 10,001,595 5,234 5,234 10,006,830

当期変動額

剰余金の配当 △987,181 △987,181

当期純利益 1,050,738 1,050,738

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
5,671 5,671 5,671

当期変動額合計 - 63,556 5,671 5,671 69,228

当期末残高 △7,005 10,065,151 10,906 10,906 10,076,058
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,412,999 1,593,096

減価償却費 134,500 131,279

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,352 △7,285

前払年金費用の増減額（△は増加） △227,186 △27,741

受取利息及び受取配当金 △33,908 △38,458

特別退職金 - 47,901

売上債権の増減額（△は増加） △503,407 167,769

棚卸資産の増減額（△は増加） △307,674 126,846

その他の資産の増減額（△は増加） △84,215 △27,551

仕入債務の増減額（△は減少） 124,686 △615,130

未払金の増減額（△は減少） 281,969 24,537

その他の負債の増減額（△は減少） 38,628 △12,414

小計 838,744 1,362,848

利息及び配当金の受取額 31,440 28,512

特別退職金の支払額 - △47,901

法人税等の支払額 △353,574 △448,138

営業活動によるキャッシュ・フロー 516,609 895,321

投資活動によるキャッシュ・フロー

貸付けによる支出 △6,000,000 △5,500,000

貸付金の回収による収入 6,000,000 6,000,000

定期預金の預入による支出 △11,000 △18,000

有形固定資産の取得による支出 △79,635 △115,181

有形固定資産の売却による収入 - 11,717

無形固定資産の取得による支出 △28,289 -

投資有価証券の取得による支出 △3,730 △3,498

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,655 375,037

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △894,206 △985,327

財務活動によるキャッシュ・フロー △894,206 △985,327

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △500,251 285,031

現金及び現金同等物の期首残高 1,245,980 745,728

現金及び現金同等物の期末残高 745,728 1,030,760
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

前事業年度（自 2024年１月１日 至 2024年12月31日）及び当事業年度（自 2025年１月１日 至 2025年12月31

日）

当社の事業は、潤滑油の販売並びにこれらに付帯する事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(持分法損益等)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2024年１月１日)
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

１株当たり純資産額 435円88銭 438円89銭

１株当たり当期純利益金額 40円61銭 45円76銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 2024年１月１日)
至 2024年12月31日)

当事業年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(千円) 932,534 1,050,738

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 932,534 1,050,738

普通株式の期中平均株式数(株) 22,957,715 22,957,715

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（役員の異動）

（１）役員の異動

該当事項はありません。

（２）その他

該当事項はありません。


